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上海市と上海市民は、なぜ今回の新型コロナ対応に関して、他の都市以上に神経質に対応す
ることができたのか、その理由は 31 年前の A 型肝炎の大流行の震源地が上海だったからで
ある。最終的に 31 万人の上海人が感染した。（当時の上海市人口は 1250 万人）。この時の
ことを皆が覚えている。 
 
当時の患者の推移を俯瞰すると、 
 
1 月 18 日：43 例 
1 月 19 日：134 例 
1 月 22 日：808 例 
1 月 23 日：1447 例 
1 月 27 日：5467 例 
1 月 31 日：12399 例 
2 月 1 日：19000 例 
 
で 5 月には 31 万人になった。実は最初の感染者は前年の 12 月中旬に発見されていた。  
31 年前の色々なことが今回の新型肺炎に符合しており、上海市は当時の資料対応を分析し
ながら今回の対応を行っている。市民もこのことをまだ鮮明に覚えている人が多い。よって、
市民も中央政府の発表に対して大変神経質に対応していたと、専門家は分析している。 
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